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瀬戸蔵山ブナ林の森林構造と土壌動物相
大型ツルグレン装置によって抽出された全動物を分類
群別に類別し，それぞれの生息密度を示すと表7のよう
になった。ただし，ダニ目とトビムシ目については，小
型でかつ個体数が極めて多いため，個体数を略し，ダニ
目はササラダニ類のみ，トビムシ目は優占種のみ，種の
同定を行った。個体数では圧倒的にダニ類とトビムシ類
が多かったが，次いで，ハエ類（双迩目）幼虫，クモ，
甲虫（鞘迩目）幼虫，カニムシ，イシムカデ，ジムカデ、
コムカデなどが多くみられた。斎藤ら（1982）による谷
川岳ブナ林における大型土壌動物の調査では，ジムカデ、
ヒメヤスデ，双迩目幼虫，アリ，クモなどの密度が高い
ことが報告されている。また，吉田（1992）が奥羽山脈
烏帽子岳の主要な植生において大型土壌動物と中型土壌
動物を調査した結果，ブナ林の大型土壌動物ではミミズ
と双迩目幼虫が優占し，次いでジムカデ，クモ，コムカ
デが多く，ヤスデは一部に高密度で出現していたとされ
ている。本調査はサンプリング法が異なるので，特にミ
ミズなど極めて大型の動物群については比較することは
できないが，双迩目幼虫やクモ，ムカデ類，コムカデの
密度が高いことなどほぼ似かよった傾向を示していると
いえる。しかし，ヤスデの密度は逆にあまり高くないが；
平内が富山県内の立山ぶな坂と有峰のブナ林で調査した
結果（野外教材研究委員会，1991a）や，立山カルデラ
内の松尾峠下ブナ林の調査（平内ら，1995）でも，ムカ
デなどに比べてヤスデの密度が低いという同様の結果が
得られている。
種の単位まで分類同定されたもののリストを以下に示
す。なお，採集はすべて平内による。
カニムシ目Pseudoscorpiones
オウギツチカニムシA"0c〃肋0"〃s仏"0c〃加"〃s；
”"c"s”"c〃s(Ellingsen,.1907）
19945.19(23)，1994.723(13．1子),1994.9.15(き
ざ1.1早・6t･lp）
アカツノカニムシRzmγひれc"s/"PC"jc〃s(Ellingsen
l907）
1994.9.15(1t）
ミツマタカギカニムシMicγ“γe増γzsノ”0"j叩唾
lingsen，1907
19947.23(2.)，1994.9.15(l早）
チビカギカニムシ〃j"りc沌噌〃s′〕唇加“αElling
sen，1907
19945.19(2￥)，1994.7.23(1t･5p）
フトウデカギカニムシMic”c形昭"s池"cγ”α肋況s
Morikawa，1955
ワラ
ム目
1994.9.15(2戯
ザトウムシ目Opiliones
ムツニセタテヅメザトウムシ〃zfjsz“0池ﾉc""s〃JS
C"SSuzuki，1976
1994.9.15(1¥）烏取大学鶴崎展巨氏によれば，本
種は富山県では初めての記録であり，これが目下の分布
西限にもなる。
キブネブラシザトウムシStz6α“〃叱れ”α助eSuzu
ki，1949
1994723(ljuv.）
アカサビザトウムシGt悪γe/〃〃たγγz‘g"“(Loman
l902）
1994.9.15(l早）
ワラジムシ目Isopoda
二ホンヒメフナムシL噌城況加ﾉtゆ0"jc"班Verhoeff
l918
1995.9.15(8頭）
エダヒケムシ綱Pauropoda
クシドンゼロエダヒゲムシS"/”αzJmp"sの0"zejO‐
､"γ”〃SﾉPC"jc"/""sHagino,1991
1994.7.23.1(1早十1頭）
ケナガドンゼロエダヒゲムシS"/”α"7”zzs働陀zg/0‐
/α"γ”〃Sノ〃"””"sHagino,1991
19949.15.(1頭）
エナガエダヒゲムシ属ドンゼロエダヒゲムシ亜属の一
種No1
19945.19.(1¥）；1994,7,23(1頭）
エナガエダヒゲムシ属ドンゼロエダヒゲムシ亜属の一
種NO2
19945.19.(1¥）
コムカデ綱Symphyla
ナミコムカデH""sg"je/〃cα/”"α(Hansen,1903；
1994.723(4頭)，1994.9.15(5頭）
ヤサコムカデS)ﾉ"ゆ勿似〃ひ"とzzγis(Hansen,1903；
1994.7.23(5頭)，1994.9.15(2頭）
トビムシ目(優占種）
19945.19(資科A）
Tomoceridae（トケトビムシ科；
Tb柳0“γzfs〃α”"sFOLSON
Sminthuridae(マルトビムシ科〉
佐藤卓・平内好子・松村勉
Lゆ0/〃γなjtzpo"jcaITOH
19947.23(資料B）
Hypogastruridae(ヒメトビムシ科｝
j力ゆQgzzs"zf""tz此"jsα"αYOSII
Isotomidae(ツチトビムシ科）
Fb/so""a0a"Oczf/αmHANDSCHIN
19947.23(資料C）
Tomoceridae（トケトビムシ科）
Tb畑“e”zs〃αγ〃sFOLSON
Hypogastruridae(ヒメトビムシ科手
f力ゆ09"sかw"fm‘g"“"αYOSII
アリ科Formicidae
アメイロケアリLas〃sにﾙﾉﾙ0"0/as〃sノ況加"”"s
(Nylander,1846）
1994．9．15
カドフシアリMyγ脚“"α9m加加icO/αれゆ加"j“
Wheeler，1906
1994．9．15
②ササラダニ類について
1994年の5月および7月に採集した土壌資料から出現し
たササラダニ類の種類および個体数を表8に示した，個
体数は3資料から成体のみで1767個体，平均589個体，種
数は22～41種，平均303種，全体で46種のササラダニが
得られた，富山県のササラダニ類は，平内・大西(1994）
によって54科107種，布村(1994）によって14科16種報告
されているが，今回の調査で，オオダルマヒワダニ，ト
ノサマダニ，オオヒラタオニダニ，ミヤマツノバネダニ
の4種が新たに出現した。
標高1280mの瀬戸蔵山ブナ林から出現したササラダニ
のうち，オオダルマヒワダニ，トノサマダニ，アラメイ
レコダニ，ヤマトクモスケダニ，ツノツキタマゴダニは
丸山（1993）が低地ブナ林には出現せず，高地ブナ林だ
けに出現したと報告している種群の種である。逆に低地
ブナ林にだけ出現したとされる群の種が全く出現してい
ないことなどから，本調査地が，丸山（1984,1993）が
調査した新潟県中越地方の高地（1000～1500m）ブナ林
とよく似ていることを示唆している。また，青木・原田
（1981）は太平洋側ブナ林から高頻度に出現し，ブナ林
という環境と強く結びついた種としてキョジンダニとム
ネピロダニの一種をあげ，さらに，ブナ林の特徴として
いくつかの科・属・種の欠如を指摘した。キョジンダニ
は本調査地で5月には出現しているが7月には出現して
いない。丸山（1984,1993）によると，キョジンダニは
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図7瀬戸蔵山ブナ林のササラダニ類のMGP群組成
低地ブナ林からの出現頻度は極めてまれで，高地ブナ林
からは高頻度で出現したとされている。キョジンダニが
植生，垂直分布，地域などのいずれの特色と結びついて
いるのかはっきりしない。富山県は，丸山が調査した地
域と同じく日本海側の多雪地帯であり，ササラダニ相に
ついても共通性が高いものと予想される。今後，県内各
地のブナ林のデータを集積して比較検討したい。
優占種のうち，ナミツブダニやコンボウオトヒメダニ：
ツキノワダニはいずれもきわめて分布範囲の広い種であ
る。ヤマトイレコダニは分布の中心が山地帯以上にある
種とされている（原田，1988)。
MGP分析Iの方法(青木，1983)に従い，出現したサ
サラダニ類をM群（接門類)，G群（無翼類)，P群（有
翼類）に分類し，それぞれの種数の割合を示した（図
7）。これによると，G群が50％を下回ってはいるが最も
高く，M群とP群が20％を越えているので，おおむね青
木（1983）の提唱している森林型（G型）ササラダニ群
集といえる。
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